
令和8年度シラバス（国語）     学番 中等１ 新潟県立村上中等教育学校  

教科(科目) 国語（国語探究） 単位数 ５単位 学年（系） ６学年文系 

使用教科書 「高等学校 古典探究 古文編」（第一学習社）「高等学校 古典探究 漢文編」（第一学習社） 

「名作を味わう定番小説選」（数研出版） 

副教材等 ・第一学習社「古典探究 古文編 学習課題集」・第一学習社「古典探究 漢文編 学習課題集」 

・尚文出版「入試対策ベストセレクション古文単語325」・第一学習社「完全マスター古典文法」 

・数研出版「体系漢文」 

・共通テスト国語過去問題総合版 令和3～7年 

１ 学習目標         
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。 

（1）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を 
より深めることができるようにする。 
（2）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、先人のものの見方との関わりの中で伝え合う 
力を高め、自分の思いや考えを主体的に広げたり深めたりすることができるようにする。  
（3）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって国語に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担 
い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

２ 指導の重点                  
古文・漢文の語彙や文法事項・句法を身につけさせ、内容理解の力を養い、古典作品を通して、先人のものの見方や考え
方を読み取る力を育てます。また、文学的な文章の学習を通じて、登場人物の人物像や心情、作品のテーマを読み取る力
を養います。 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

古典に用いられている語句の意味や

用法を理解し、話や文章の中で使う

ことを通して、語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

古典や文学的文章について、先人の

ものの見方、感じ方、考え方を自分の

知見と結びつけ、自分の考えを広げ

たり深めたりしている。 

古典や文学的文章が持つ価値への認

識を多面的・多角的な視点から考察

し、一つの作品からだけでは得られ

ない新たな気づきを獲得し、深い学

びへとつなげようとしている。 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考･判断･表現  主体的に学習に取り組む態度  

評
価
の
観
点 

古典に用いられている語句の意味や用法

を理解し、話や文章の中で使うことを通し

て、語感を磨き語彙を豊かにしている。 

古典や文学的文章について、先人のものの 

見方、感じ方、考え方を自分の知見と結び 

つけ、自分の考えを広げたり深めたりして 

いる。 

古典や文学的文章が持つ価値への認識を

多面的・多角的な視点から考察し、一つの

作品からだけでは得られない新たな気づ

きを獲得し、深い学びへとつなげようとし

ている。 

評
価
方
法 

以上の観点を踏まえ､ 

・ペーパーテストの分析 

・レポートやワークシート、意見文、提出 

物などの内容の確認 

 

などから、評価します。 

 

以上の観点を踏まえ、 

・ペーパーテストの分析 

・授業中の発言、発表や討論への取組の観 

 察 

・レポートやワークシート、意見文、提出 

物などの内容の確認 

 

などから、評価します。 

以上の観点を踏まえ、 

・授業中の発言、発表や討論への取組の観 

 察 

・レポートやワークシート、意見文、提出

物などの内容の確認 

 

などから、評価します。 

 

５ 課題･提出物等 
･ 読解や意見文などの課題の提出があります。 
･ 長期休業中の課題は別途指示します｡(指定図書の読書レポートなど) 

 

 

 



 

６ 学習計画                              

月 単元名 授業時数 

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 時数 評価方法 

４ 古文 読む 

６時間 

 

 

 

読む 

６時間 

 

 

 

読む 

５時間 

「発心集」 

叡実、路頭の病

者を憐れむ事 

 

 

「十訓抄」 

祭主三位輔親の

侍、鶯を召しと

どむる事 

 

「宇治拾遺物

語」袴垂、保昌に

合ふ事 

・仏教説話に取り上げられた人物の

論理と行動を読み解き、編者が語り

伝えようとした価値について考察す

る。 

 

・主従のやりとりを通してどのよう

な教訓を伝えようとしたのか、編者

の意図を考えながら内容を読み味わ

う。 

 

・展開や表現に即して袴垂の心理を

追い、そこから浮かび上がる保昌の

人物像を理解する。 

６  

 

 

 

 

６ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

ワークシート 

（記述の点検） 

発表の様子 

（行動の確認） 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古文 

 

 

 

 

読む 

４時間 

 

 

読む 

４時間 

 

 

 

読む 

６時間 

 

 

読む 

１０時間 

「不顧後患」 

 

 

 

「不死之道」 

 

 

 

 

「不若人有其

宝」 

 

 

「枕草子」 

宮に初めて参り

たるころ 

雪のいと高う降

りたるを 

・古代における臣下の立場を理解す

るとともに、呉王に対する少孺子の

説得の巧みさを読み取る。 

 

・「不死の道」を知る者の死をめぐ

る人々の言葉から、「不死の道」に

ついてのそれぞれの考えを読み取

る。 

・前半の子罕の逸話と後半の論説と

を読み、人にとっての宝とはどうい

うものかを捉える。 

 

・日記的章段を読んで、作者と中宮

定子のとの関係性を読み解くととも

に、当時の宮廷生活に関する理解を

深める。 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

６ 

 

 

 

１０ 

ワークシート 

（記述の点検） 

 

 

ワークシート 

（記述の確認） 

 

発表の様子 

（行動の確認） 



６ 小説 

 

読む 

１０時間 

書く 

１０時間 

 

「舞姫」 

森鴎外 

・豊太郎とエリスの間に何があった

のか、語りの時制や文体・時代背景

なども意識して、物語を読み味わ

う。 

・夏目漱石「こころ」と読み比べ

て、「明治」という時代の特徴につ

いてレポートにまとめ、発表する。 

２０ ワークシート 

（記述の点検） 

発表の様子 

（行動の確認） 

  定期考査  １  

７ 

 

古文 

 

 

 

 

読む 

７時間 

 

 

 

「源氏物語」 

夕顔の死 

 

 

・長編物語としてのストーリーをた

どりながら、「源氏物語」の話の展開

の仕方や心理描写の巧みさを捉え

る。 

７ ワークシート 

（記述の点検） 

 

随筆 

 

 

 

 

 

 

古文 

読む 

５時間 

 

 

 

 

 

読む 

６時間 

 

 

「源氏物語 九

つの変奏」 

江國香織 

 

 

 

 

「源氏物語」 

須磨の秋 

 

・読解を通して、内容や解釈を自分の

知見と結びつけ、考えを広げたり深

めたりする。 

・他の作品などと関係を踏まえなが

ら古典などを読み、その内容の解釈

を深め、作品の価値について考察し

ている。 

・長編物語という文章の種類や古典

特有の表現に注意して、構成や展開、

内容を的確にとらえる。 

１１ ワークシート

（記述の確認） 

発表の様子 

（行動の確認） 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

漢文 読む 

５時間 

 

 

 

 

「捕蛇者説」 

 

 

 

 

・蒋氏の言葉に表れた、古代の民衆の

生活の様子を読み取るとともに、作

者がこの文章を著した目的を理解す

る。 

 

５ ワークシート 

（記述の点検） 

 

 

 

 

  定期考査  １  

古文 読む 

６時間  

 

 

 

読む 

８時間 

「俊頼髄脳」 

 

 

 

 

「風姿花伝」 

・和歌に関する多様な考え方の一端

に触れ、公任が考える、世評とは異な

る和歌の評価基準を理解する。 

 

 

・年齢に応じた稽古のしかたを説い

た能楽論から、人の生き方に通じる

普遍的な教訓を読み取る。 

１４ ワークシート 

（記述の確認） 

 

発表の様子 

（行動の確認） 



11 

 

 

 

 

 

 

小説 

 

 

 

 

 

 

漢文 

読む 

１０時間 

 

書く 

１０時間 

 

 

読む 

８時間 

 

書く 

５時間 

 

「檸檬」 

梶井基次郎 

 

 

 

 

 

「古体の詩」 

 

 

「源氏物語」（桐

壺）と「白氏文

集」（長恨歌） 

・心象風景を描いた小説を共感的に

読み取り、わずかな工夫によって、世

界の捉え方が変わることに気づく。 

・「檸檬」とその草稿である「瀬山の

話」とを比較対照しながら、その内容

をノートにまとめる。 

 

・構成に留意して作品を鑑賞し、詩に

表れた作者の思いや、詩に描かれた

人物の思いを読み取る。 

・「長恨歌」と、この作品から影響を

受けて書かれた「源氏物語」（桐壺）

の巻とを読み比べ、登場人物や物語

の展開などの類似点をまとめる。 

 

１０ 

 

 

１０ 

 

 

８ 

 

 

５ 

ワークシート 

（記述の点検） 

 

発表の様子 

（行動の確認） 

  定期考査  １  

12 

 

 

 

１ 

 

２ 

文学的文章、

古典の内容

全般 

読む 

１８時間 

 

読む 

１８時間 

 

読む 

１６時間 

 

 ・マーク式問題集や模試過去問を利

用して探究的な問題に取り組む。 

５２ ワークシート 

（記述の点検） 

発表の様子 

（行動の確認） 

ワークシート 

（記述の点検） 

発表の様子 

（行動の確認） 

３       

        
計183時間（48分授業） 

 

 ※ 領域ごとの授業時数合計    

領域ごとの 

授業時数合計 

B「書くこと」  

25 時間 

C「読むこと」   

158 時間 

  ※ 増単している場合は、増単した割合に応じた授業時数を確保すること。 

 

６ 課題･提出物等 
･ 読解や意見文などの課題の提出があります。 
･ 長期休業中の課題は別途指示します｡(指定図書の読書レポートなど) 

 

７ 担当者からの一言 

古典や文学作品を読み深めることを通して、他者への関心や思いやりを育ててほしいと思います。また、文章を読

み、いろいろな人間の考えを知ることを通して、多角的なものの見方もできるようになることを期待しています。

それによって、自分を客観的に深く理解することができるようになれば、今後に人生が豊かになると考えていま

す。                                     （ 担当：千原 唯  ） 
 

  


